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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 247 △3.1 △13 － △15 － △11 －

2021年12月期第１四半期 255 △18.2 △12 － △14 － △10 －

（注）包括利益 2022年12月期第１四半期 △11百万円 （－％） 2021年12月期第１四半期 △10百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第１四半期 △3.22 －

2021年12月期第１四半期 △2.84 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 3,685 1,855 50.4

2021年12月期 3,775 1,916 50.7

（参考）自己資本 2022年12月期第１四半期 1,855百万円 2021年12月期 1,916百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 14.00 14.00

2022年12月期 －

2022年12月期（予想） 0.00 － 14.00 14.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 1,000 △30.7 75 △25.8 70 △37.6 50 △34.3 14.29

通期 3,000 6.8 305 14.7 300 9.1 200 9.5 57.14

１．2022年12月期第１四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期１Ｑ 3,637,874株 2021年12月期 3,637,874株

②  期末自己株式数 2022年12月期１Ｑ 137,837株 2021年12月期 137,837株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期１Ｑ 3,500,037株 2021年12月期１Ｑ 3,637,837株

２．注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予測数値とは異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用

にあたっての注意事項につきましては、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予

想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算短信補足説明資料の入手方法）

　四半期決算短信補足説明資料は、2022年５月10日（火）に当社ホームページに掲載いたします。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 4

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 4

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 4

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 5

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 5

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 5

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 5

○添付資料の目次

- 1 -

株式会社グランディーズ（3261）2022年12月期　第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の第６波が到来したことに加え、

ロシアがウクライナに侵攻したことで、先行きが不透明な状況が続きました。また、原油をはじめとするエネルギ

ー価格の高騰は今後も続くものとみられ、企業活動及び消費者の経済的負担が高まるとともに、景気後退リスクへ

の懸念が高まりつつあります。

　当社グループが属する住宅・マンション業界におきましては、政府による「こどもみらい住宅支援事業」の新設

をはじめとする住宅取得支援策や、住宅ローン減税の再延長等による下支えにより、住宅需要は堅調に推移したも

のの、長引く新型コロナウイルス感染症による景気回復の遅れ、物価上昇による個人消費マインド停滞等の先行き

への懸念材料が多く、予断を許さない状況にあります。

　このような環境の中、当社グループは建築資材の安定確保、工事業者及び人材の確保に継続的に取り組み、生産

体制及び販売体制の強化を図りました。生産面では、建売住宅の用地仕入・物件開発は順調に推移したものの、解

体工事や造成工事を伴う物件の竣工時期が遅れたことにより、販売戸数は前年同四半期と同じ９戸と低調に推移し

ました。

　この結果、売上高は247,436千円（前年同期比3.1％減）、営業損失は△13,677千円（前年同期は△12,364千円の

営業損失）、経常損失は△15,309千円（前年同期は△14,724千円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損

失は△11,282千円（前年同期は△10,346千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①不動産販売事業

　不動産販売事業におきましては、建売住宅の販売戸数は前年と同水準となりましたが、地道な原価管理及び経費

削減に努めたことにより、セグメント利益は微増いたしました。この結果、売上高は223,440千円（前年同期比

0.1％増）、セグメント利益は4,963千円（前年同期比9.7％増）となりました。

②不動産賃貸管理事業

　不動産賃貸管理事業におきましては、営繕・改修工事が低調に推移し、売上高及びセグメント利益は減少いたし

ました。この結果、売上高は23,996千円（前年同期比25.2％減）、セグメント利益は2,892千円（前年同期比

53.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は3,596,923千円となり、前連結会計年度末に比べ92,448千円減

少いたしました。これは主に、現金及び預金が334,299千円減少、販売用不動産が124,587千円増加、仕掛販売用不

動産が105,267千円増加したこと等によるものであります。固定資産は88,956千円となり、前連結会計年度末に比

べ2,420千円増加いたしました。

　この結果、総資産は3,685,880千円となり、前連結会計年度末に比べ90,027千円減少いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は314,485千円となり、前連結会計年度末に比べ76,159千円減少

いたしました。これは主に、不動産事業未払金が15,656千円減少、未払法人税等が54,173千円減少したこと等によ

るものであります。固定負債は1,515,667千円となり、前連結会計年度末に比べ46,415千円増加いたしました。こ

れは主に長期借入金が47,089千円増加したこと等によるものであります。

　この結果、負債合計は1,830,152千円となり、前連結会計年度末に比べ29,744千円減少いたしました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,855,727千円となり、前連結会計年度末に比べ60,282千円

減少いたしました。これは、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による減少11,282千円、剰余金の配当の支

払いによる減少49,000千円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は50.4％（前連結会計年度末は50.7％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年12月期の連結業績予想につきましては、前回発表（2022年２月10日）から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 703,113 368,813

売掛金 6,485 7,026

販売用不動産 2,405,540 2,530,128

仕掛販売用不動産 559,071 664,338

その他 15,161 26,616

流動資産合計 3,689,371 3,596,923

固定資産

有形固定資産

その他（純額） 11,478 10,476

有形固定資産合計 11,478 10,476

無形固定資産

のれん 3,544 1,772

その他 7,503 7,022

無形固定資産合計 11,047 8,794

投資その他の資産 64,009 69,685

固定資産合計 86,535 88,956

資産合計 3,775,907 3,685,880

負債の部

流動負債

買掛金 1,418 1,432

不動産事業未払金 102,898 87,242

工事未払金 2,335 2,758

１年内返済予定の長期借入金 129,838 144,901

未払法人税等 56,496 2,322

引当金 4,585 9,137

その他 93,072 66,690

流動負債合計 390,645 314,485

固定負債

長期借入金 1,465,127 1,512,216

その他 4,124 3,450

固定負債合計 1,469,252 1,515,667

負債合計 1,859,897 1,830,152

純資産の部

株主資本

資本金 268,924 268,924

資本剰余金 258,894 258,894

利益剰余金 1,449,421 1,389,139

自己株式 △61,230 △61,230

株主資本合計 1,916,009 1,855,727

純資産合計 1,916,009 1,855,727

負債純資産合計 3,775,907 3,685,880

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 255,376 247,436

売上原価 182,912 173,117

売上総利益 72,463 74,319

販売費及び一般管理費 84,828 87,996

営業損失（△） △12,364 △13,677

営業外収益

受取利息 3 2

受取手数料 760 800

受取賃貸料 821 －

その他 202 203

営業外収益合計 1,786 1,005

営業外費用

支払利息 3,927 2,638

減価償却費 219 －

営業外費用合計 4,146 2,638

経常損失（△） △14,724 △15,309

税金等調整前四半期純損失（△） △14,724 △15,309

法人税、住民税及び事業税 2,690 1,369

法人税等調整額 △7,068 △5,396

法人税等合計 △4,378 △4,026

四半期純損失（△） △10,346 △11,282

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △10,346 △11,282

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

四半期純損失（△） △10,346 △11,282

四半期包括利益 △10,346 △11,282

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △10,346 △11,282

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の期首残高への影響は

ありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりま

せん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準等の適用」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響は

ありません。

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

不動産
販売事業

不動産賃貸
管理事業

売上高

外部顧客への売上高 223,290 32,085 255,376 － 255,376

セグメント間の内部売上
高又は振替高 － － － － －

計 223,290 32,085 255,376 － 255,376

セグメント利益 4,526 6,270 10,797 △23,162 △12,364

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△23,162千円には、全社費用△23,172千円の他、セグメント間の取引消

去等が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

不動産
販売事業

不動産賃貸
管理事業

売上高

顧客との契約から生じる

収益
186,528 23,996 210,525 － 210,525

その他の収益 36,911 － 36,911 － 36,911

外部顧客への売上高 223,440 23,996 247,436 － 247,436

セグメント間の内部売上
高又は振替高 － － － － －

計 223,440 23,996 247,436 － 247,436

セグメント利益 4,963 2,892 7,856 △21,533 △13,677

当第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、全社費用△21,533千円であります。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入

であります。

- 6 -

株式会社グランディーズ（3261）2022年12月期　第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）


